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１．はじめに

　携帯電話やスマートフォンの普及およびそれらの機

器を活用したインターネットの利用，情報保障システ

ムの広がりによって，聴覚障害があっても書記言語に

よって情報を発信したり，多くの情報を得たりするこ

とが可能になっている。しかし，聴覚障害児には，書

かれた文章の意味を理解したり，相手に通じるように

文章を書いたりすることに困難さがある（我妻，2000）。

正しく情報を発信したり，得たりするためにも，聴覚

障害児に読み書きを習得させることは聴覚障害児教育

の課題である。

　聴児においては，読み書きの発達において，音韻意

識の習得が不可欠であると言われている（天野，1970）。

音韻意識とは，音の連鎖からなる話しことばの意味的

な側面ではなく，音韻的な側面に注目し，話しことば

の音韻構造を把握し，その中の音韻的な単位に気づき，

操作する能力である（原，2003）。天野（1988）は，連

続音を一定の単位で分割すること（音韻分解），単位音

に分けた音がどのような音からなるかを同定すること

（音韻抽出）ができて初めて，語の音韻の順序性，配列

がわかると示しており，音韻分解と音韻抽出が音韻意

識の中核を成している。日本語の場合，平仮名1文字

（拗音では2文字）が1拍と対応し，日本語の読み書き

はひらがなで始まるため，拍を単位とした音韻操作が

重要となる（原，2003）。

　聴児においては，自然条件下で基本的音節を音韻分

解できるようになるのは約4歳半であると示されてい

る（天野，1970）。その音韻の分析行為は最初は積木や

図版や指等の物的支えを必要とするが，5，6歳では文

字の習得に伴い，分析行為の内面化が進行し，聴くだ

けで音韻構造を判断できるようになる（天野，1986；

1988）。聴児は音のまとまり（単語）を最初は物的支え

を用いながら音韻分解し，文字の習得とともに音韻意

識が確立・安定していくと考えられている。

　一方，音声による話しことばの入力が制限される聴

覚障害児の音韻意識はどのように形成されるのであろ

うか。斎藤（1978）は聴覚障害児に音韻分解課題を実

施し，その結果，聴児よりも遅れるが「サル」「ネズミ」

などの直短音のみの単語については6歳代から7歳代

にかけて，ほぼ全員が正しく音韻分解できるようにな

ると示した。また，近藤・濵田（2011）は，発達の仕

方は聴児よりも緩慢ではあるが，4歳前半頃から6歳

後半にかけて聴覚障害児の音韻分解能力が発達するこ

とを示している。これらの先行研究から音声入力に制

限がある聴覚障害児も音韻意識が形成されることがわ

かっている。

　さらに，聴覚障害児には視覚的手段を活用した特

有の音韻意識形成があることが示されてきた。斎藤

（1978）は，拗音は本来は1拍と認識されるが，聴覚

障害児には2拍（例：［か］［ぼ］［ち］［ゃ］）と認識す

聴覚障害幼児における音韻意識形成の発達的特徴
――  音情報と文字情報の優位性の違いから  ――

渡部　杏菜＊・濵田　豊彦＊＊・櫛山　櫻＊＊＊・大鹿　綾＊＊＊＊

＊　わたなべ　あんな　神奈川県立平塚ろう学校／東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科発達支援講座
＊＊　はまだ　とよひこ　東京学芸大学特別支援科学講座
＊＊＊　くしやま　さくら　東京学芸大学生活科学講座／明治薬科大学薬物治療学研究室
＊＊＊＊　おおしか　あや　筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター
キーワード：聴覚障害児／音韻意識／音韻分解／指文字／かな単語

－ 57 －



る，聴児にはない反応が見られることを示した。この

結果を聴覚障害児教育における早期からの文字利用の

ため，文字にひきずられた形で音韻に対する意識づけ

がなされたと説明している。他にも指文字やキュード

スピーチを使用する聴覚障害児に拗音を2拍に分解す

る者がみられ（長南，2006；近藤・濵田，2011），視覚

的手段が聴覚障害児の語の音韻分解の手掛かりとなっ

ている可能性が示唆されてきた。英語圏では，視覚的

フォニックス（英語の音素を手指サインと記号で表し

たもの）の教育を受けている聴覚障害児において，単

語の韻同定課題とデコーディング課題（文字の音声化）

で良い成績が示されたことから視覚的フォニックス教

育が音韻意識やデコーディングの発達に有効であるこ

とが示唆されている（Narr, 2008）。聴覚障害児におい

て，文字等の視覚的手段が，語がもつ音韻構造の理解

や音と文字の結び付きの理解を助けていると考えられ

ている。

　また，斎藤（1979）は，聴覚障害児の音韻分解の仕

方を　「音節－拍型（一定して音節単位ないし拍単位で

分解する）」，「拍－文字型（通常は拍単位で分解する

が，拍と文字数が一致しないときは文字数にあわせて

分解する）」，「混乱型（先の2つの型のどちらに属する

かを断定できない）」の３種類に分類し，読み書きとの

関連を検討した。「拍－文字型」は聴覚障害児特有のタ

イプであり，先にも示したように聴覚障害児が文字の

イメージを活用して音韻意識を形成していることから

生じると考えられている。その結果，「音節－拍型」お

よび「拍－文字型」では単語表記の誤りは極わずかで

あったが，混乱型では約1/3の語に誤りがみられたと示

し，ある型に固定的に分解する者の方が正しい文字表

記をすると考察している。渡部・濵田（2018）は，聴

覚障害児の音韻分解能力の発達を約2年間追跡した結

果，音韻分解型が「音節－拍型」または「拍－文字型」

で安定して発達していく者がいる一方で，年齢が上が

るに伴い分解型が変化する者や「混乱型」のまま発達

していく者がいることを示した。しかし，分解型が安

定して発達していく者と分解型が変化する者や混乱し

たまま発達していく者において，単語表記の習得状況

に明らかな違いがみられなかった。分解型が変化する

者や混乱している者は，音のイメージによって音節ま

たは拍単位で分解したり，文字のイメージによって文

字単位で分解したりし，語によってイメージを使い分

けたため，単語表記における大きな混乱は生じなかっ

たのではないかと考えられる。

　聴覚障害児の音韻分解の混乱が読み書きに影響を与

える可能性が指摘される一方で，音韻分解の混乱は読

み書きにあまり関与しない可能性も示唆され，音韻分

解の仕方と読み書きとの関連を再検討する必要がある

と考える。音のイメージによって音韻意識を形成する

のか，文字のイメージも活用して音韻意識を形成する

のかという視点で読み書きとの関連を検討することで，

聴覚障害児の実態に応じて音韻意識の発達を促し，読

み書きの指導を円滑に進める示唆を得ることができる

のではないだろうか。

　よって，本研究では，音のイメージによって音韻分

解をするのか，文字のイメージも活用して音韻分解を

するのかで聴覚障害児を分類し，それぞれの音韻意識

の発達とかな単語の読みならびに書きの発達との関連

を明らかにすることを目的とした。

２．方法

２．１　対象児

　ろう学校の乳幼児教育相談を利用する，または幼稚

部に在籍する2歳7ヶ月～ 5歳10ヶ月の聴覚障害児

35名。対象児の平均聴力レベルは平均89dBHL，45～

128dBHLであった。そのうち人工内耳装用時は6名で

あった。この35名に対し，一定期間を空けて約2年に

わたり2～6回課題を実施した。諸般の理由注1で2回

しか検査をできない者もいた。全体の結果を分析する

際，35名のうち，担当教員が明らかな発達の遅れを感

じていた4名と著しい言葉の遅れが見られた3名注2を

除いて28名の結果を分析した。

　研究に際しては保護者に研究内容について文書およ

び直接説明をして了承を得た。対象児とは課題を行う

前にラポールを形成し，対象児の様子を見ながら課題

を分割する等の配慮をして実施した。

２．２　実施課題

２．２．１　音韻分解課題

　単語を絵カードで提示し，発音または口声模倣させ
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た後に音韻分解をさせた。音韻分解行為を視覚的に確

認するため，スイッチを押すとランプが点灯する装置

を用い，分解単位につき一つボタンを押させた。単語

を拍単位で分解できた場合を正答とした。練習問題4

問（いす，かさ，はさみ，くるま）で課題の意図を理

解し，全問正答できた場合に本課題を実施した。本課

題は，2～5拍の清音からなる単語（以下，清音単語と

する）と，天野（1970）による特殊な音節（促音，撥

音，長音，拗音，拗長音）を含む単語（以下，特殊音

節単語とする）からなる（表1）。清音単語については

各拍数において2単語用意し，1単語を拍単位で分解で

きれば，正答とみなし，次の拍数の単語の試行に移っ

た。ただし，各拍数の2単語とも誤答であった場合は

清音単語の試行はそこで中止とした。清音単語におい

て3拍以上の単語を正答した者のみ，特殊音節単語の

試行を実施した。特殊音節単語についても同様に，各

拍の種類において2単語用意し，1単語を拍単位で分解

できれば，正答とみなし，次の拍の種類の単語の試行

に移った。全9単語中の正答数を音韻分解課題の正答

率とした。

２．２．２　指文字理解課題

　2拍課題，3拍課題があり，各拍数において3単語を

用意した（表2）。表2に示した同じ拍数の3単語の絵

カードを対象児の前に並べ，その中から検査者がラン

ダムに選んだ1単語を指文字で提示し，その指文字に

合う絵カードを選ばせた。2拍課題，3拍課題の順に行

い，各課題1回ずつ試行した。全2題中の正答数を指文

字理解課題の正答率とした。

２．２．３　指文字表出課題

　音韻分解課題で対象児が正答できた問題の単語を使

用した。単語を絵カードで提示し，その単語の名前を

指文字で表出させた。表出の仕方（手形・動き），指文

字の順序が正しい場合を正答とした。課題を実施した

単語中の正答数を指文字表出課題の正答率とした。

２．２．４　かな単語理解課題

　2拍課題，3拍課題があり，各拍数において3単語を

用意した（表2）。表2に示した同じ拍数の3単語の絵

カードを対象児の前に並べ，その中から検査者がラン

ダムに選んだ1単語をかな文字（単語カード）で提示

し，そのかな文字に合う絵カードを選ばせた。2拍課題，

3拍課題の順に行い，各課題1回ずつ試行した。全2題

中の正答数を指文字理解課題の正答率とした。

２．２．５　かな単語書字課題

　音韻分解課題で対象児が正答できた問題の単語を使

用した。単語を絵カードで提示し，その単語の名前を

かな文字で書かせた。文字の形や文字の順序が正しい

場合を正答とし，書き順は問わなかった。課題を実施

した単語中の正答数をかな単語書字課題の正答率とし

た。

表1　音韻分解課題　使用単語

清音単語
2拍 3拍 4拍 5拍

第一単語 いぬ かえる くつした かたつむり
第二単語 くつ すいか にわとり さつまいも

特殊音節単語
促音 撥音 長音 拗音 拗長音

第一単語 こっぷ りんご けーき ちょこ きゅうり
第二単語 とらっく らいおん ひこうき かぼちゃ ちょうちょ

表2　指文字理解課題およびかな単語理解課題　使用単語

2拍課題 3拍課題

いぬ くつ ふね かえる すいか つみき
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２．３　分析方法

　音韻分解課題の最終検査時の結果を抽出し，分解の

仕方から対象児を分類した。拍単位で分解できていた

者，または［くつ］［し］［た］，［こっ］［ぷ］，［りん］

［ご］，［けー］［き］など拍単位よりも大きな単位で分

解する「未分化」がみられた者は「未分化・拍群」と

した。聴児の場合は，4歳前半に単語を調音的特質に

よって拍単位よりも大きな単位で分解する傾向がみら

れ，その傾向は5歳代にかけて減少し，5歳後半には拍

単位で分解できるようになる（天野，1986）。聴覚障害

児において，拍単位または拍単位よりも大きな単位で

分解する者は聴児同様に調音的な特質で分解している

ことが考えられる。よって，「未分化・拍群」は音のイ

メージを活用して音韻意識を形成する群と位置付けた。

　単語を［ち］［ょ］［こ］，［ち］［ょ］［う］［ち］［ょ］

のように，本来の拍数よりも多く分解する「過分化」

がみられた者は「過分化群」とした。過分化には［と］

［ら］［っ］［っ］［く］，［け］［―］［き］［い］のよう

に調音的な特質による反応も含まれるが，最終検査時

においては拗音，拗長音を含む単語のみに過分化がみ

られた。天野（1986）において，聴児については，4

歳前半には既に拗音を拍単位で分解する生起率がほぼ

100％，拗長音においても5歳後半で拍単位分解の生起

率が80％に達し，拗音，拗長音ともに［しゃ］を［し］

［ゃ］とする過分化反応はほとんどみられなかったと示

している。一方で，聴覚障害児には拗音や拗長音の拗

音部分を［し］［ゃ］と2拍に分ける反応がみられ，聴

覚障害児教育の早期からの文字導入が影響しているこ

とが示唆されている（斎藤，1978；長南，2006；近藤・

濵田，2011）。よって，聴覚障害児にみられる過分化は

主に拗音を文字を手がかりにして2拍に分けることに

より生じていることから，「過分化群」は文字のイメー

ジを活用して音韻意識を形成する群と位置付けた。過

分化には［ちょ］［―］［こ］，［きゅ］［〇］［う］［り］

（〇は何も言わずに分解したことを表す）も含んでいる。

これは拗音部分を1拍と認識しているにもかかわらず，

文字数に合わせようとして音を伸ばしたり，拍を足し

たりしたと考えられる。よって，このタイプの分解も

過分化とした。

　最終検査時に未分化と過分化の両方がみられた者1

名は「混合群」としたが，その際の反応が未分化1語，

過分化3語であり，過分化群に近い傾向があったので，

「過分化・混合群」として結果を検討することとした。

最終検査時においても，音韻意識の発達が十分ではな

く分解傾向を断定できなかった者を「未発達群」とし

た。なお，今回は音のイメージによって音韻意識を形

成するのか，文字のイメージも活用して音韻意識を形

成するのかの視点で音韻意識と読み書きの発達を検討

するため，未発達群の結果の検討は行わなかった。音

韻分解課題の分解傾向別人数を表3に示した。

３．結果

　先行研究（小林・南・永田，2012）において，幼児

の語の獲得月齢をロジスティック関数で推定してい

る。本研究も音韻意識や指文字，かな文字等の言語発

達を追う研究であることから，先行研究同様に，月齢

に対する各課題の対象児の正答率をデータ分析ソフ

ト（JMP from SAS）を用いてロジスティック3P曲線に

あてはめ，分解傾向群別に示した（図1，図2）。また，

ロジスティック3P曲線にあてはめた際に用いた対象児

のデータ数を5ヶ月毎に示した（表4）。

　図1より，「未分化・拍群」では，まず指文字理解課

題，かな単語理解課題については生活月齢40ヶ月未満

表3　音韻分解課題　分解傾向別人数

人数（人）
未分化・拍群
（音活用傾向） 9

過分化群
（文字活用傾向） 12

混合群 1

未発達群 6

図1　 未分化・拍群の各課題の正答率をロジスティック
3P曲線にあてはめた図
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から発達し始め，その後徐々に発達し60ヶ月頃には

正答率約100％に到達した。音韻分解課題は40ヶ月辺

りから徐々に正答率が上昇し，60ヶ月頃には正答率約

80％に到達した。次に50ヶ月頃から徐々に指文字表出

課題の正答率が上昇したが，60ヶ月以降は約70％に留

まった。次にかな単語書字課題が55ヶ月頃から徐々に

上昇したが，60ヶ月以降の正答率が約60～70％にとど

まった。

　図2より，「過分化・混合群」において指文字理解課

題，かな単語理解課題の正答率は35ヶ月で既に50％

以上の正答率を示し，50ヶ月頃には約100％に到達し

た。音韻分解課題は45ヶ月頃に発達し始め，55ヶ月頃

には約80％に到達した。55ヶ月以降，正答率が約80％

にとどまっているのは，拗音単語，拗長音単語の拗音

部分を文字数に合わせて過分化分解して誤答とみなさ

れたためだと考えられる。そこで，拗音単語と拗長音

単語の拗音部分を2拍に分解することを聴覚障害児特

有の音韻分解として正答とみなした場合の正答率を図

1，図2同様にロジスティック3P曲線にあてはめて示

した（図3）。その結果，55ヶ月以降，拗音の2拍化を

含まない時よりも正答率が上がっており，60ヶ月以降

100％に近い正答率を示した。指文字表出課題は45ヶ

月を過ぎたあたりから発達し始め，60ヶ月頃には正答

率約90％に到達した。かな単語書字課題は55ヶ月頃か

ら発達し始め，65ヶ月頃には正答率約80％に到達した。

　また，今回の正答率の成長をあてはめたロジス

ティック3P曲線より，逆に正答率50%の生活月齢を推

定したところ（以下，正答率50％到達月齢），表5のよ

うになった。合わせて，ロジスティック3P曲線から推

定された漸近線を最大正答率として表5に示した。指

文字理解課題，かな単語理解課題においては正答率

50％到達月齢を文字を認識した年齢とした。音韻分解

課題，指文字表出課題，かな単語書字課題において清

音単語を正答すると正答率は44％を示すことから，正

答率50％を特殊音節を含まない基本的な語に対する音

韻分解能力や指文字表出能力，かな単語書字能力の獲

得基準とした。

　推定された各課題における正答率50％到達月齢は，

指文字理解課題とかな単語理解課題において「未分

化・拍群」と「過分化・混合群」の間に１年以上の差

があった。どちらの課題も「過分化・混合群」の方が

正答率が50％に到達した月齢が早かった。その他の課

題における両群の正答率50％到達月齢は，ほぼ同時期

であった。

　推定された最大正答率において，音韻分解課題の

「過分化・混合群」では最大正答率が79.55± 4.29％と

示されているが，拗音の2拍化を誤答とみなされてい

ることの影響がある。しかし，拗音の2拍化を正答と

した図3のロジスティック3P曲線からは100％に近い

最大正答率が示された。拗音の2拍化を聴覚障害児特

図2　 過分化・混合群の各課題の正答率をロジスティック
3P曲線にあてはめた図

図3　 過分化・混合群の音韻分解課題における拗音の2
拍化を含まない正答率と拗音の2拍化を含んだ正
答率をロジスティック3P曲線にあてはめた図

表4　5ヶ月毎のデータ数注3

45月未満 45月以上
50月未満

50月以上
55月未満

55月以上
60月未満

60月以上
65月未満 65月以上

未分化・拍群 6 6 4 10 4 4

過分化・混合群 4 5 13 14 13 6
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有の音韻意識とみなせば，音韻分解課題においては両

群とも100％に近い最大正答率を示した。指文字理解課

題，かな単語理解課題においても両群ともに100％に近

い正答率を示した。指文字表出課題では「未分化・拍

群」で最大正答率が100％近くに至らなかった。また，

かな単語書字課題では両群において最大正答率が100％

近くを示すまでに至らなかった。

　

４．考察

　本研究では，「未分化・拍群」を音のイメージで音韻

意識を形成する者，「過分化・混合群」を文字のイメー

ジも活用して音韻意識を形成する者とした。どちらの

群も指文字理解，かな単語理解が先行して発達し，文

字列が単語を表すものとして認識する段階が音韻分解

の発達よりも先にあることが示された。先行研究にお

いて近藤・濵田（2010）が指文字の習得過程を調査し，

3歳後半から4歳にかけて指文字に主体的に関わり一文

字ずつ模倣できるようになることから，この時期を指

文字を単なる手形ではなく，音声表象の役割を担うも

のとして認識している段階としている。また，かな文

字については聴児の研究であるが，3歳ぐらいになると，

自然に本や周囲の環境から文字の記号に気づいたり，

文字らしきものを書いたりするようになると言われて

いる（住吉，2009）。本研究において，正答率50％到達

月齢を文字の認識し始めた段階とすると，「未分化・拍

群」は指文字，かな文字ともに先行研究同様に3歳代

で認識していることが示された。「過分化・混合群」に

ついては3歳未満（指文字理解29.23± 21.31ヶ月，か

な単語理解32.84± 17.80ヶ月）で既に正答率50％に到

達しており，文字のイメージも活用して音韻意識を形

成する者は文字や単語への認識が早く発達することが

示唆された。

　「未分化・拍群」では3歳前半（40ヶ月頃）から音韻

分解が発達し，次いで4歳前半（50ヶ月頃）で指文字

表5　分解傾向別にみた各課題の正答率50％到達月齢，最大正答率

音韻分解

50％到達月齢（月） 最大正答率（％）

未分化・拍群 52.17± 1.45 96.28±13.96

過分化・混合群 51.08± 0.94 79.55±4.29

〔拗音2拍化含む〕 〔96.73±8.08〕

指文字理解

50％到達月齢（月） 最大正答率（％）

未分化・拍群 46.37± 0.98 104.50±7.20

過分化・混合群 29.23± 21.31 104.91±15.42

指文字表出

50％到達月齢（月） 最大正答率（％）

未分化・拍群 56.29± 1.08 75.35±10.00

過分化・混合群 54.15± 0.68 98.47±8.69

かな単語理解

50％到達月齢（月） 最大正答率（％）

未分化・拍群 45.22± 1.44 103.96± 11.10

過分化・混合群 32.84± 17.80 101.03±7.43

かな単語書字

50％到達月齢（月） 最大正答率（％）

未分化・拍群 60.20± 1.53 65.99± 10.99

過分化・混合群 59.83± 0.66 85.39± 10.95
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表出，4歳後半（55ヶ月頃）でかな単語書字が発達し

始めた。音のイメージによって音韻意識を形成する者

は，指文字やかな文字による表出が可能になる前に音

韻分解が可能であることが示された。そして，音韻分

解が先行して発達し，追うようにして指文字表出，か

な単語書字も発達していく傾向が示されたが，5歳後

半（65ヶ月以降）では指文字表出課題とかな単語書字

課題の正答率が60～70％辺りで留まった。推定された

最大正答率を見てもそれぞれ75.35± 10.00％，65.99±

10.99％であり，5歳代は特殊音節単語を含む単語の表

出の獲得途中であることが示唆された。このことから

音のイメージによって音韻意識を形成していく者は指

文字やかな文字の習得が十分な状態ではなくても音韻

分解が発達していくことが考えられた。天野（1986；

1988）は，聴児においては4歳前半で発達し始めた音

韻意識が4歳後半から5，6歳にかけて内面化していく

過程でかな文字の習得が深く結びついていると示唆し

ている。このことから，「未分化・拍群」の聴覚障害児

は6歳以降の文字の獲得によって音韻意識が内面化さ

れていくことが考えられる。聴覚障害児において音の

イメージによって音韻意識を形成する者は，聴児同様

に音韻意識が先行して発達し，その後文字や単語を習

得していくことで音韻意識の内面化が促され，安定し

た音韻意識が形成されていくことが推察された。

　「過分化・混合群」は音韻分解が発達し始めるのが

「未分化・拍群」よりも半年ほど遅かったが，3歳後

半（45ヶ月頃）から発達し始め，その後正答率が伸

び，正答率50％到達月齢は「未分化・拍群」とほぼ同

時期であった。指文字表出は音韻分解と同じ頃に発達

し始め，5歳代（60ヶ月以降）で約90％の正答率を示

し，最大正答率98.47± 8.69％であった。かな単語書字

課題についても5歳（60ヶ月）で約50％の正答率を示

し，65ヶ月以降（5歳後半）には約80％の正答率に到

達した。また，かな単語書字課題の最大正答率は85.39

± 10.95％であり，特殊音節単語も含んだ単語書字の獲

得途中であるとは考えられるが，「未分化・拍群」よ

りも高い正答率を示した。それから，指文字表出課題，

かな単語書字課題で高い正答率を示す5歳代は拗音の

2拍分解もみられた（図3）。このことから，文字のイ

メージも活用して音韻意識を形成する者は，指文字や

かな文字の習得によって，聴覚障害児特有の音韻意識

を確立していることが考えられ，その傾向が5歳代で

顕著に表れた。

　近藤・濵田（2011）の先行研究では，音韻分解は4

歳前半頃から発達し始めるとしているが，3拍の直音単

語の音韻分解正答率が4歳前半では50％に満たず，5歳

までには可能になると示している。本研究では単語別

の獲得段階を検討していないが，正答率50％を特殊音

節を含まない基本的な単語を音韻分解できる段階とし

ており，その到達月齢をみると，「未分化・拍群」，「過

分化・混合群」ともに先行研究で示された5歳よりも

早かった。指文字表出能力は近藤・濵田（2010）の先

行研究では，対象児の平均正答率が4歳後半で直音か

らなる単語正答相応を示し，聴覚障害児が指文字を単

語単位で表出できるようになる時期としている。本研

究において，清音単語正答相応とした正答率50％到達

月齢でみると，「未分化・拍群」「過分化・混合群」の

どちらの群も4歳後半（未分化・拍群56.29± 1.08ヶ月，

過分化・混合群54.15± 0.68ヶ月）であり，先行研究

とほぼ一致していた。かな単語書字については，長島・

濵田（2007）が早い者では4歳後半で書字ができる者

がみられ，3拍の直音単語を正確に書けるようになるの

は5歳から6歳前半と示している。本研究の「未分化・

拍群」，「過分化・混合群」ともに清音単語正答相応と

した正答率50％到達月齢がおよそ5歳（60ヶ月頃）で

あり，先行研究と一致していた。

　以上より，「未分化・拍群」のように音のイメージ

で音韻意識を形成する者の方が音韻意識の形成が早

く，「過分化・混合群」のように文字のイメージも活用

して音韻意識を形成する者は指文字表出とかな単語書

字の習得度が高いことが示唆され，音韻意識の発達の

仕方と指文字，かな単語の習得の仕方に各群の特徴が

みられる結果となった。「未分化・拍群」のように音の

イメージによって音韻意識を形成する者は，音韻意識

が先行して発達し，次いで文字を徐々に習得していき，

「過分化・混合群」のように文字のイメージも活用して

音韻意識を形成するものは，文字への認識が早く，文

字の習得が聴覚障害児特有の音韻意識の発達を助けて

いることが考えられた。
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５．結語

　聴覚障害児の中には，聴児のように音のイメージに

よって音韻意識を形成する者と，文字のイメージも活

用して聴覚障害児特有の音韻意識を形成していく者が

おり，それぞれにおいて音韻意識の発達の仕方と文字

の習得に特徴がみられた。音のイメージによって音韻

意識を形成する者には，音情報を積極的に用いて音韻

意識の形成を促すことが有効であることが考えられる

が，聴児よりも文字の習得が遅い傾向があるので，音

のイメージに文字を一致させることを意識して読み書

きの習得を促す必要があると思われる。文字のイメー

ジも活用して音韻意識を形成する者には，音情報に加

えて文字情報を積極的に用いて音韻意識と読み書きの

習得を確立させていくことが有効であると考える。聴

覚障害児が使いやすい手段で音韻意識の形成を促すこ

とが読み書きの習得につながるだろうと思われる。

　本研究から，使いやすい手段を用いて，聴覚障害児

の音韻意識の形成と読み書きの発達がなされることが

示唆されたが，単語レベルの検討をしたに過ぎない。

音韻意識の発達の仕方と文や文章レベルの読み書きと

の関連を検討することは今後の課題である。また，本

研究は発達の遅れや言葉の発達に顕著な遅れがある者

は分析から除いたが，彼らの読み書きの習得を促すこ

とは重要な課題である。発達や言葉の遅れが見られる

聴覚障害児に対して，音韻意識の形成の視点から読み

書き習得への早期介入と指導方法を検討することも今

後の課題である。
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注

注1  調査期間中の転出入，課題実施当日の欠席，在籍

校の都合等により2回しか課題を実施できない者が

いた。

注2  後述の音韻分解課題において，5歳代になっても正

答率が50％未満であった者。

注3  対象児の幼稚部1年（年少クラス）から幼稚部2年

（年中クラス）までの発達を中心に追い，乳幼児相

談の段階から協力を得られた対象児が少なかった

ため，4歳から5歳にかけてのデータ数が多くなっ

ている。
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